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Abstract
　 The Unification of Germany triggered numerous social changes and dramatically transformed many 
institutional structures within the formerly divided West Germany and East Germany.  This research 
examined changes that impacted universities after the unification, with a focus on the experiences 
of social scientists from East Germany (DDR).  In-depth interviews were conducted with 42 social 
scientists at Humboldt-Universität zu Berlin, the flagship university of former DDR region, in order to 
collect their life- and career histories over the period before, during, and after the German unification.  
My analyses of the latter two phases of these life histories, namely, the process of the university reform 
(phase II) and the period after the university reform (phase III), is followed by a discussion of the first 
period spanning the DDR Era until the transition (the “Wende”-time), which will be used to better 
understand the whole experiences of 42 social scientists, who worked at Humboldt-Universität zu Berlin 
during the communist era.  The following were identified as the most significant changes impacting the 
scientists after the transformation of the university system.  1) Reforms in the structure and organization 
of two social-science departments where the interviewees worked; 2) the cutbacks of the positions of 
non-professor middle-rank academics (the “Mittelbau”-group) with the prominent and unique role; 
and 3) increased opportunities for publications and research activities abroad.  The study concludes 
that post-unification university reforms ended the commonalities between the career courses of the 
interviewees that were formed during the early years of the DDR Era, as well as gradual changes within 
the organization of the university system by leading to sharp divergences in their later career paths.
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せねばならなかった。これは「DDR の植民地化」の文脈で W. デュムケと F. フィルマー











合がわずか 7.3% であるという数字を挙げるとともに、1993 年までに研究部門に従事する
旧東ドイツ人の 4 人に 3 人までもが解雇されたことを指摘し、そこにはマルクス主義的思
想傾向の排除が強くはたらいていた点を強調した（ibid: 105―118）。大学改革に関する先




1 ）条約名称は「1990 年 10 月 3 日付け基本法第 23 条に基づくドイツ民主共和国（東ドイツ）によるドイ
ツ連邦共和国（西ドイツ）基本法適用範囲への加入」（飯島訳）、Der Beitritt der DDR zum Geltungsbereich 
des Grundgesetzes der Bundesrepublik Deutschland gemäß Artikel 23 GG zum 3. Oktober 1990。












学（Humboldt-Universität zu Berlin）社会科学領域の 2 部局3）―社会学研究科（Institut für 











ト大学の社会科学系 2 部局と自然科学系から代表して数学専攻の「統一」後の人員移動（WS 
1990/91～WS 1995/96）を比較したところ、両者の人員推移には明らかな差が認められた。
3 ）現在ある社会科学研究科（Institut für Sozialwissenschaften）の前身部局にあたる。
4 ）Centrum für Hochschulentwicklung の略。
5 ）ドイツの大学では 2 期制をとっており、冬学期（WS: Wintersemester）は 10 月より、夏学期（SS: 
Sommersemester）は 4 月より始まる。







　 WS 1990/91 SS 1991 WS 1991/92 SS 1992 WS 1992/93 SS 1993 WS 1993/94 WS 1995/96
Prof. 2 2 2 1 1 1 1 1（ 50 %）
Doz. 1 1 1 1 1 1 1 1（100 %）
wM 1 1 1 1 1 1 1 1（100 %）
wOA 8 8 5 4 5 5 4 3（ 37.5%）
wA 3 2 2 1 1 1 1 1（ 33.3%）
社会科学・政治学専攻（Fachbereich Sozial- und Politikwissenschaften）
　 WS 1990/91 SS 1991 WS 1991/92 SS 1992 WS 1992/93 SS 1993 WS 1993/94 WS 1995/96
Prof. 9 4 2 2 2 2 2 2（22.2%）
Doz. 14 2 1 2 1 0 0 0（ 0 %）
wOA 5 1 0 0 0 0 1 0（ 0 %）
wA 27 6 2 2 2 2 3 2（ 7.4%）
その他 5 4 0 1 0 0 0 1（20 %）
数学専攻 （Fachbereich Mathematik）
　 WS 1990/91 SS 1991 WS 1991/92 SS 1992 WS 1992/93 SS 1993 WS 1993/94 WS 1995/96
Prof. 8 8 8 8 8 7 7 6（60 %）
Doz. 4 4 4 4 4 3 3 1（25 %）
不明 45 36 32 32 32 30 28 22（48.9%）
　統一当時、社会学研究科と社会科学・政治学専攻の 2 部局あわせて 11 名いた教授陣（社
会学研究科 2 名、社会科学・政治学専攻 9 名）は、3 年以内に 3 名の教授（社会学研究
科 1 名と社会科学・政治学専攻 2 名）を残してすべて異動もしくは退官していることが分
かった。同じく統一時、社会科学・政治学専攻に 15 名いた講師ら（Dozenten）は、社会
学研究科ではそのまま残留しているものの、社会科学・政治学専攻では 3 年以内に 1 名を
除く全員が異動もしくは解任されて姿を消してしまったことが分かった。さらに統一から
5 年後（1995/96 年 WS）まで人員異動の動向を追っていくと、社会科学分野の中でもその
出身領域によって残留状況に著しい非対称性を看て取ることができた。すなわち、5 年目
以降も残留した顔ぶれは、1990/91 年 WS 時点の社会学研究科の構成員では、教授 1 名を








学・政治学専攻の構成員では、教授 2 名を含め、総勢 60 名中わずか 5 名（約 8.3 ％）で
あった。両者の状況を比較すると、もと社会科学・政治学専攻のスタッフの在職率は社会





した。数学専攻はずっと 50 名を超す大所帯であり、統一時（1990/91 年 WS）に 57 名い
たスタッフの内、3 年後（1993/94 年 WS）も変わらず在職していたのは 38 名（67%）と、











「東」出身と想定される社会学研究科 15 名（うち教授 2 名）、社会科学・政治学専攻 60 名
（教授 5 名、講師 9 名を含む）の合計 75 名をインタビュー調査の母集団として設定した。
6 回にわたる現地調査の結果8）、これまでに計 64 名（社会学研究科：14 名、社会科学・
政治学専攻：50 名）の連絡先が判明し、うち計 42 名（社会学研究科：11 名、社会科学・





















ングの問題に着目した分析に成功した C. アンガーソンの研究（Ungerson 1987＝1999）を
参照しつつ、「エイジェンシー」としての対象者がライフヒストリー上の転換点でその時
そなえた社会的資源から何をどのように選択していくかに着目した分析を行うこととした。












2 つの大学改革があったことを明らかにした後、H. シェルスキーの研究（Schelsky 1963＝
1970）を参照して歴史的な比較検討を行った。一方、第三期では、大学改革後の進路に見
る対象者のキャリア転換と適応の過程を 5 つに類型化して分析を行った（飯島 2015a）。
































たのは、DDR 全体でも 3 つの大学（ベルリン・フンボルト、ハレ、ライプツィヒ）に限
定されており9）、非常に狭き門であったという（K L 氏10）談）。また、DDR 当時、ベルリン・
9 ）フンボルト大学で毎年 20 人、ハレ大学とライプツィヒ大学で 1 年交替に 20 人の募集があったという。
つまり、DDR 全体で 1 年に 40 人だけが入学できた。社会学研究科の学生数が少なかったのは、DDR に
90
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　DDR 当時、ベルリン・フンボルト大学の社会学研究科には 2 名の教授―Dr. Georg 
Aßmann 氏12）と Prof. Dr. Artur Meier 氏13）―が配属されていた。この教授 2 名は、なかな
かに対照的な背景を持った人物と言える。いまだ独立した研究科が存在していなかった社
会学の黎明期からベルリン・フンボルト大学で学び、そのまま母校で大学研究者としての
キャリアを重ねてきた Aßmann 氏に対し、やや異例とも呼べる経歴を持つ Meier 氏は、も
ともと大学には進学せずに学校教師として職業キャリアを開始し、ベルリン・フンボルト
大学におけるアスピラントゥーアをきっかけとして、後に学界に活躍の場を移すことに






11）たとえば Prof. Meier 氏（高校教師）、Dr. Schumann 氏（土木専攻→教師）、Prof. Edeling 氏の（大規模






際には、フンボルト大学にて 3 学期間にわたる経済学の追加課程の中で Aßmann 氏の下で
も研修を積んだ経験もあった。また、ベルリン・フンボルト大学に社会学研究科が創設さ
れた当初（1970 年代半ば）からこの研究科に配属された Aßmann 氏に対し、Meier 氏がベ
ルリンの教育アカデミーから「社会理論」領域の主任教授として社会学研究科に転任して
きたのはおよそ 10 年後、1986 年 9 月になってからのことであった。そして変動期の 1986
～ 91 年にかけて、Meier 氏はフンボルト大学社会学研究科の学科長を務めることとなっ
た。Meier 氏によれば、ベルリン・フンボルト大学の社会学研究科には、2 名の教授によ
る二頭体制の下、おもに 3 つの人脈グループがあったという。具体的には、2 名の教授





2　社会科学・政治学専攻（Fachbereich Sozial- und Politikwissenschaften）の特徴
　社会科学・政治学専攻の前身としては、DDR 時代の巨大組織「マルクス・レーニン主
義学科（Sektion Marxismus-Leninismus）」（以下、ML 学科）、および「平和・紛争研究のた

































代に総勢 270 名の教職員を擁した ML 学科から 40 名が異動してきたという（Vilmar 2000
＝2001）。たとえばここで、新たな試みを実行するために、「西」出身者である Prof. Unger











16）たとえば Dr. Fritz Welsch 氏（ライプツィヒのカール・マルクス大学→ベルリンの社会科学アカデミー）、
Dr. GO 氏（国家人民軍 NVA にて空軍士官）、Dr. sc. phil. 氏（ジャーナリストおよび図書館員）、Prof. Dr. 
Heinz Niemann 氏（チューリンゲン州電気技術単科大学→社会主義統一党中央評議会付きの社会科学研
究所→カール・マルクス大学ライプツィヒ）、Dr. LE 氏（造船技術者→ブランデンブルク州エルンスト・


































半々～ 3 分の 2、あるいは 3 分の 1 と管理業務が占めていくようになりました。それ




業ですが、当時は 4 時間ほどだったと思います。なぜなら、1 学年に 20 名と、当時
の社会学研究科に所属する学生数が少なかったからです。


























21）たとえば Dr. Reinhard Hoßfeld 氏（1967 ～ 73 年、モスクワのロモノーソフ国立大学）、Dr. Lothar 






　ほかにも、Prof. Dr. Artur Meier 氏は、DDR 時代のかなり早い時期から国際学会の一つ
である国際社会学会（Internationale Soziologische Assoziation）の活動に進出しているケー
スである。1990 年 7 月、スペインのマドリッドで開かれた第 12 回国際社会学会では会長
を務めるに至った。国際社会学会で大きく活動する Meier 氏は、やはり DDR 時代、当時
の海外研修―西側諸国も含む―の機会をも経験している。それでも、共産圏を出て
西側自由圏諸国での海外研修が許されるようになったのは、DDR 内で改革の必要性が叫




研修の機会を積極的に取りなしたという（W K 氏談）。たとえば、W K 氏は 1988 年、数ヶ
月という比較的短い期間の滞在であったものの、当時としては大変珍しかったパリ（西側














































24）たとえば Dr. LE 氏（1986 年、モザンビーク滞在）。後の 1989/90 年、私設の「発展途上国援助と政治
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